
高校生が企画・運営する講演会とおしゃべりの時間

諫高グローバル講演会
─社会と自分の当たり前を見直し、世界を広げよう─

9月10日
（水曜日）

開催
９月８日参加申込締切

グローバル講演会は、社会で活躍するゲストの話を聞き、さらに聞いたことをもとに生徒同士が感想や意見を自由に語り合う講演会
です。約10年前に諫早高校の生徒が立ち上げた活動で、ゲスト選び、登壇交渉、そして講演後の話し合いの進行を生徒自身が行いま
す。５人のゲストを招いた今回のグローバル講演会は、諫早高校以外の中学生、高校生、そして保護者の方々の参加も可能です。リラッ
クスした雰囲気の中、お茶やお菓子とともに、ゲストの話と、年齢や立場をこえた気軽なおしゃべりを楽しんでみませんか？

参
加
申
し
込
み
方
法

参加を希望するプログラムを選び、
下記フォームよりお申し込みください。
https://forms.gle/g4cX2a1j8zLCspXN9

• 参加申し込み後、〈2025globalkanko@gmail.com〉から参加受け付けメールが届いて受け付け完了となります。申
し込み後 72 時間を経過しても参加可否に関する連絡がない場合は、お手数ですが〈2025globalkanko@gmail.com〉
にメールでお問い合わせください。

•申し込み締め切りは9月8日（月）ですが、申し込み多数の場合は予告なく締め切らせていただきます。ご了承ください。
• 本イベントの様子は、予告・許諾なく、写真・ビデオ撮影・ストリーミング配信する可能性があります。マスメディ

アによる取材に対しても、許諾なく提供することがあります。
• お問い合わせはメールでお願いします　2025globalkanko@gmail.com （諫早高校グローバル講演会）
主催　長崎県立諫早高等学校　協力　任意団体「三四郎の学校」

申し込み締め切り
9月8日（月）

09:30-11:30
テーマ

音楽と人と。
つながりが未来をつくる

こころの研修講師・野中佐代子さん

1961 年長崎県雲仙市生まれ、吾
妻町育ち。熊本音楽短期大学卒
業後、中学校教諭に。その後ピ
アノ講師となり、生徒に音楽を
教えてきた。その他ボランティ
ア活動や音楽療法など、様々な
分野で活動を行ってきた。

長崎市出身。お笑い芸人。長崎
県住みます芸人として、テレビ
番組やイベント等で幅広く活躍。

「長崎あるあるネタ」や「かまちゃ
んぽんの開発」などで地元長崎
を盛り上げる。

1980 年福岡県うきは市出身。高
齢者に保護ではなく機会を創出
する「うきはの宝株式会社」を
2019 年設立。農水省「イナカ
ムビジネスコンテスト」最優秀
賞、福岡県「6 次化コレクション」
県知事賞など受賞・表彰多数。

諫早高校卒。被爆３世。21 代
目高校生平和大使として国連で
平和を訴えるスピーチを行った。
対話型授業や表現活動を通して

「自分ごと」として平和を考える
場を広げてきた。

諫早高校卒。Instagram に投稿し
たノスタルジアを喚起させるレ
トロポップな作品が話題となり
CONVERSE、Reebok など大手ブ
ランドとのコラボレーションを実
現。企業広告イラスト、商品コン
セプトデザインなども手掛ける。

プログラムA

10:00 -11:30
テーマ

お笑いで地域創生
  〜地元長崎への思い〜

お笑いタレント・長崎亭キヨちゃんぽんさん

プログラムB

14:00 -16:00
テーマ

〜従業員は平均75歳のばあちゃん〜
「ばあちゃんビジネス」

社会起業家、デザイナー・大熊充さん

プログラムC

14:00 -16:00
テーマ

国際平和への挑戦
  〜私が創る平和な未来〜

世界を旅する平和活動家・山西咲和さん

プログラムD

14:00 -16:00

テーマ
「エモい」を探究する

イラストレーター・ヨシフクホノカさん

プログラムE

会場　長崎県立諫早高等学校　参加対象　高校生、中学生、教育関係者、保護者の方など　参加費　無料 ※要事前申込 各回定員 30 人

中学校教諭やピアノ講師、働きがいコーディ
ネーター、感情ジャーナルコーチなど、長年

にわたって様々な活動を行ってきた方です。2023年から
研修講師としても活動されています。音楽だけでなく、様々
な分野で活動を行ってきた方です。人との繋がりを持ちた
い人、音楽に興味がある人、ぜひ参加してください！

企画者から
ひと言

若者の長崎県外への就職が増えている今、よ
しもと長崎県住みます芸人として、長崎県で

ご活躍されている方のお話を聞いてみませんか。地元長崎
の魅力を再発見する貴重な時間になると思います。ぜひ、
講演会に来てください！

企画者から
ひと言

少子高齢化は日本の課題の１つですが、人口
の大きな割合を占める高齢者が元気になれば、

日本は活性化するはず。高齢者を社会の片隅に追いやるこ
となく、豊かな知恵や技術を持つ社会の担い手の１人とし
て活躍できる場をつくることで高齢者自身にも、そして社
会にもよい影響をもたらそうと考えた大熊さん。常識にと
らわれずに未来をデザインする大熊さんと学びましょう。

企画者から
ひと言

被爆者の高齢化が進み、記憶の風化が進む中
で、長崎で生まれ育った私たちだからこそで

きることがあるのではないでしょうか。山西さんの等身大
の声は自分自身の生き方や選択と結びつけて平和を考える
大切な一歩になるはずです。山西さんと一緒にこれからの
社会に必要な“平和の形”を考えてみませんか？

企画者から
ひと言

教員免許を取得し、一般企業からも内定を得
ていたにもかかわらず、イラストレーターの

道を選んだヨシフクホノカさん。「好き」を仕事にする決
断の裏には、迷いや葛藤もあったはず。そして、彼女の作
品はなぜ「エモい」と評されるのか。そもそも“エモい”
とは何なのか。ヨシフクホノカさんの講演を通して、自分
の未来や表現の意味について考えてみませんか。

企画者から
ひと言


